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回　覧

今年こそ敬意と感謝の気持ちを式典でお伝えし、アトラクションを楽しんでもらえると思っ

ていたのですが、敬老の日が近づくにつれ新型コロナ感染者が増えているとの情報を耳に

するようになり、万が一の事を考え今年までは講堂での式典は中止と致しました。 

私の母が生前、敬老会に出て「今日は昔仲のよかった誰々ちゃんと久しぶりに会えて懐か

しかったよ！歌も踊りもよかったよ」と楽しそうに話しているのを聞いていたので、そんな機

会をつくってやれなかったことを本当に残念に思います。 

 私が小学生の頃（6０年ほど前）のことですが、勉強はそっちのけで遊びはいっぱいしまし

た。幸い地区には遊びの道具作りに長けた上級生がたくさんいましたので、いろんなことを

教えてもらいました。凧作り、独楽づくり、竹で作った水鉄砲、ほとんど自分達で作ったもの

で遊びました。 

 そんな楽しい想い出をいっぱい作ることが出来たのは、今高齢者となられた方たちに可愛

がってもらったおかげです。 

若い頃できたことが今出来なかったりすることもあると思いますが、今だからこそできるこ

ともたくさんあると思います。 

まだまだ元気で人生を楽しんでください。  感謝！ 

 

 

 

        ～作品展示部門～                     ～ステージ発表部門～ 

   11月 4日㈯ 午後１時～午後５時まで          １１月１２日㈰ １部 午前１０時～１２時 

   11月 5日㈰ 午前９時～午後３時まで                   ２部 午後１時～３時 

  5日㈰ 午前１０時から先着５０名の来場者へ 

お抹茶のおもてなしを行います。 

 

昨年は素晴らしい作品が多く展示され、「すごい！」と感嘆の言葉を 

多数いただきました。今年も多数出品をお願いします。    

 

※出品については久玉地区コミュニティセンターへ 

申し込みの上、11月 4日㈯ 午前１０時～１２時までに 

搬入をお願いします！ 

敬老の日のお祝いとして弁当とお菓子をお届けしました！ 

昨年の作品展 
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9月 3日 十五夜、お団子とお茶を楽しむ会 

十五夜にお団子とお茶を楽しみたいとお茶の方にもお願いし、準備万端整えて 3日を待ちました。 

コロナ感染の話も聞こえてくる中、参加できる人だけでもいいね！と、最後にはスタッフだけでも仕方な

いねと話しながら開催決行。 

当日。時間前に続々と集まって頂き、子ども 10人、大人 8人、スタッフ 5人も入れて 13人となり、団子

足りるかなと嬉しい心配事まで出てくる始末。 

まずは、お供えのお団子作り。テッシュペーパーをくるくると丸め、2個ずつ作り三方にこんもり盛ってお

供え。十五夜やお供えの話を少し聞いてから大型絵本 「パパお月さまとって」の仕掛け絵本で、仕掛け

が出るたびに、「オー」と歓声が沸き、びっくり顔の子どもたちのすてきな笑顔も見られ、わらべ歌で遊ん

だり、絵本を読んだりと和やかな時間を過ごし、いざお茶の時間です。正座し、かしこまった顔で、お団子

を頂き、抹茶の作法を簡単に教えていただき緊張しながらの一服。お抹茶が初めての子どももいて、「に

がーい」の声に大爆笑。おいしく、楽しくいただきました。 

参加してくれた皆様に感謝。お茶を立ててくださった方に感謝。楽しい会になりました。 

 

 
 

 

 

 ９月３日（日）９時より区民３６名、消防団員８名が参加し、南消

防署員の協力のもと、山の浦地区防災訓練を行いました。 

南海トラフ巨大地震が発生した場合の天草市への被害の大き

さ、津波の影響についてのビデオ鑑賞と講話がありました。 

その他、AED の正しい使い方、心臓マッサージの方法と体験、

避難場所の再確認と安全な避難方法、避難行動要支援者名簿

の公表と、身近な所に対象者がいないかを確認しました。 

３年ぶりの開催でしたが、消防署員の方の丁寧な説明と講話

等、大変有意義な訓練だったと、地区の方も防災について再確

認できました。                 

山の浦区長 田中秀明 


